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大
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飯　

塚　

大　

展

は
じ
め
に

　

林
下
大
徳
寺
派
下
の
教
学
の
体
系
は
、
応
仁
文
明
乱
前
後
に
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
休
宗
純
の
『
自
戒
集
』
に
は
、

康
正
元
年
ノ
秋
ノ
末
、
養
叟
、
泉
ノ
堺
ニ
、
新
菴
ヲ
建
立
ス
。
菴
号
ヲ
、
陽
春
菴
ト
云
。
異
名
ヲ
、
養
叟
ノ
入
室
屋
ト
云
。
同
十
二
月

ニ
堺
ヘ
下
向
ア
リ
テ
、
安
座
・
點
眼
、
菴
ヒ
ラ
キ
ニ
、
五
種
行
ヲ
行
フ
。

一
ニ
ハ
入
室
、
一
ニ
ハ
垂
示
・
着
語
、
一
ニ
ハ
臨
濟
録
ノ
談
義
、
一
ニ
ハ
参
禪
、
一
ニ
ハ
人
ニ
得
法
ヲ
オ
シ
ウ
。

ソ
ノ
ヘ
ン
ノ
狂
客
、
無
住
榜
ヲ
ツ
カ
マ
ツ
リ
候
。
ソ
ノ
無
柱
榜
ニ
云
。

　

一
休
が
、
法
兄
の
養
叟
宗
頤
を
批
判
す
る
語
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
入
室
・
参
禅
・
得
法
は
、
当
時
既
に
、
学
人

（
弟
子
）
が
師
家
に
つ
い
て
、
公
案
を
参
じ
て
境
界
を
高
め
、
悟
り
を
得
る
と
い
う
一
定
の
修
行
形
態
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
休
は
、
法
兄
の
養
叟
宗
頤
及
び
会
下
の
人
々
が
俗
人
に
入
室
・
参
禅
・
得
法
を
許
し
、
安
易
に
印
可
を
認
め
、
そ
の
見
返
り
に
金
銭
を
求

め
る
あ
り
方
を
容
認
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
堺
陽
春
庵
に
お
け
る
活
動
を
批
判
し
て
、
彼
ら
を
仏
法
を
世
渡
り
の
道
具
と
す
る
「
榮
衒
徒
」

で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
『
自
戒
集
』
の
記
事
は
、
内
容
の
荒
唐
無
稽
さ
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
落
書
、
狂
詩
と
い
う
性
格
を
理
解

し
た
上
で
利
用
す
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

　

室
町
時
代
後
期
に
は
、
仏
事
関
係
法
語
の
増
大
が
顕
著
で
あ
り
、
禅
僧
の
語
録
の
質
的
変
化
が
見
ら
れ
る
。
確
か
に
い
わ
ゆ
る
葬
祭
関
係

の
仏
事
法
語
は
、
語
録
に
占
め
る
比
率
は
高
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
語
録
の
編
纂
方
針
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
実
は
入

室
勘
辨
・
垂
示
の
記
録
が
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
密
参
の
記
事
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
公
案
参
究
の
側
面
が
欠

落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
大
徳
寺
派
に
お
い
て
〈
語
録
抄
〉
と
〈
密
参
録
〉
は
相
互
補
完
的
関
係
に
あ
り
、
そ
し
て
師
資

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
七
十
八
號　

令
和
二
年
三
月
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相
伝
を
前
提
と
し
秘
密
伝
授
さ
れ
る
〈
密
参
録
〉
は
大
悟
の
証
明
（
印
可
）
に
直
接
的
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

一
、「
垂
示
」
に
つ
い
て

　

室
町
時
代
後
期
以
降
、
林
下
大
徳
寺
派
に
お
い
て
は
入
室
参
禅
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
五
山
叢
林
と
は
異
な
る
宗
風
を
有
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
か
つ
て
私
は
、
「
垂
示
」
の
書
名
を
持
つ
史
料
に
関
心
を
抱
き
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
の
『
大
圓
禪
師
垂
示
夜
話
』
を

紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
（
1
）「

大
圓
禪
師
」
と
は
、
大
徳
寺
七
十
二
世
東
溪
宗
牧
（
一
四
五
四
～
一
五
一
七
、
永
正
二
年
〈
一
五
〇
五
〉

大
徳
寺
入
寺
）
を
指
し
て
言
う
。
（
2
）

聞
書
の
抄
者
は
、
表
紙
並
び
に
巻
末
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
後
の
大
徳
寺
第
九
十
三
世
清
菴
宗
胃

（
一
四
八
四
～
一
五
六
二
、
正
受
院
開
祖
、
廣
德
正
宗
禅
師
）
と
す
る
。
巻
末
に
本
書
の
筆
写
者
が
清
菴
宗
胃
で
あ
る
と
の
跋
を
書
い
て
い

る
の
は
、
大
徳
寺
第
二
百
八
十
九
世
亭
山
紹
云
（
一
六
六
五
～
一
七
四
三
）
で
あ
る
。
東
溪
に
は
、『
佛
慧
大
圓
禪
師
語
録
』
三
巻
が
あ
り
、

眞
珠
庵
蔵
の
三
巻
三
冊
本
が
『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
第
四
巻
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。
（
3
）

　

東
溪
以
前
の
養
叟
宗
頤
・
春
浦
宗
煕
・
實
傳
等
の
語
録
に
は
、
垂
示
は
そ
の
編
纂
の
際
に
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
東
溪
宗
牧
の
語
録
に
は
、

垂
示
の
部
立
て
「
室
中
語
要
」
が
存
在
す
る
。
『
大
圓
禪
師
垂
示
夜
話
』
は
、
『
東
溪
語
録
』
室
中
語
要
下
に
ほ
ぼ
相
応
し
、
東
溪
の
垂
示
に

対
し
て
、
注
釈
（
弁
）
を
付
す
る
点
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
華
叟
宗
曇
・
養
叟
・
春
浦
・
実
伝
・
東
海
宗
朝
ら
の
垂
示
・

下
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
垂
示
は
節
季
や
祖
師
の
忌
日
、
俗
人
の
供
養
（
斎
食
）
を
は
じ
め
、
様
々
な
機
会
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
師
家
が
垂
示
に
用
い
た
公
案
に
対
す
る
代
語
、
下
語
が
、
後
に
そ
の
弟
子
や
参
学
者
に
よ
っ
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
、
再

吟
味
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
（
4
）

　

又
、
北
派
の
祖
で
あ
る
古
岳
宗
亘
の
著
作
『
大
徳
寺
夜
話
』
に
は
、
一
休
宗
純
や
養
叟
宗
頤
の
垂
示
下
語
、
代
語
の
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、

更
に
溯
っ
て
大
徳
寺
開
山
大
燈
国
師
、
同
寺
一
世
徹
翁
義
亨
の
頃
よ
り
、
垂
示
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
養
叟
宗
頤
の
語

録
は
、
そ
の
大
部
分
が
散
佚
し
て
お
り
、
そ
の
全
体
を
現
時
点
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
大
照
禪
師
語
録
』
（
養
叟
の
語
録
）
の
奧
書

に
は

○
大
照
禪
師
者
、
天
澤
的
流
、
而
龍
峯
中
興
之
活
祖
也
。
室
中
語
要
亦
夥
矣
。
吁
、
世
乱
道
微
兵
燹
不
熄
。
埼
失
厥
本
録
、
不
能
聽
全

機
。
今
幸
點
檢
殘
纔
得
一
二
、
以
為
語
録
。
庶
幾
千
歳
于
雲
補
其
缺
略
而
已
。

　
　
　
　
　
　

于
時
元
禄
乙
卯
季
秋
日
、
焚
香
拜
書
。
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劣
孫　

宗
沅 

 

印　

印

と
あ
り
、
養
叟
に
も
現
存
し
て
い
な
い
が
多
く
の
「
室
中
語
要
」
が
存
在
し
、
垂
示
が
頻
々
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

こ
と
は
、
前
掲
の
『
自
戒
集
』
の
記
事
と
も
符
合
す
る
。

　

二
、「
入
室
」
に
つ
い
て

　

『
自
戒
集
』
に
拠
れ
ば
、
「
入
室
」
と
「
参
禅
」
は
、
別
の
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
に
お
い
て
は
、
両
者
の
区
別
が
判
然
と

し
な
い
。
又
、
先
に
言
及
し
た
「
垂
示
」と
の
関
係
性
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
永
源
寺
所
蔵
「
徹
翁
和
尚
入
室
語
」
に
は
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）

十
二
月
十
三
日
室
町
幕
府
第
二
代
将
軍
義
詮
初
七
日
法
要
か
ら
始
ま
り
、
大
練
忌
法
要
（
四
十
九
日
忌
）
に
至
る
、
七
日
毎
に
行
っ
た
徹
翁

義
亨
と
会
下
の
僧
達
に
よ
る
「
入
室
」
語
が
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。　

貞
治
第
六
臈
月
十
三
日
、
為
特
進
亜
相
征
夷
大
将
軍
」
宝
篋
院
殿
瑞
山
權
公
初
七
日
入
室
。
徹
翁
和
尚
。
」

挙
、
臨
済
上
堂
云
、
一
人
在
孤
峰
頂
上
、
無
出
身
路
、
一
人
在
」
十
字
街
頭
無
向
背
、
那
个
是
在
前
、
那
个
是
在
後
、
不
作
維
摩
」
詰
、

不
作
傅
大
士
、
意
旨
如
何
。
」

一
僧
云
、
疑
殺
天
下
人
。　
　
　

禎
」

一
僧
云
、
作
賊
人
心
虚
。
師
云
、
好
語
不
喫
棒
。
僧
云
、
謹
謝
。
師
」
証
明
。　
　

石
。
」

一
僧
云
、
指
柳
樹
罵
槐
樹
。　
　
　

幢 

。
」

一
僧
云
、
蛇
入
竹
箇

（
筒
カ
）

。　
　

蔡
。
」

一
僧
云
、
爛
泥
裡
有
棘
。　
　

湛
。
」

一
僧
云
、
這
賊
。　
　

智
。
」

一
僧
云
、
巡
人
犯
夜
。　
　

範
。
」

一
僧
云
、
懸
羊
頭
賣
狗
肉
。　
　

覚
。
」

　
　

同
二
七
日

挙
、
僧
問
岩
頭
、
古
帆
未
掛
時
如
何
。
頭
云
、
小
魚
呑
大
魚
。
僧
」
又
問
、
掛
後
如
何
。
頭
云
。
後
園
驢
喫
艸
、
意
旨
如
何
。
」

一
、
長
鯨
碾
月
珊
瑚
枝
、
鸞

舞
（
鳳
脱
カ
）

風
玻
璃
鏡
。　

豊
干
騎
底
大
」
蟲
、
元
是
南
山
白
額
。　
　

禎
。
」
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一
、
火
裡
酌
清
泉
。　

七
九
六
十
三
。　
　

湛
。
」

一
、
不
免
拖
泥
帶
水
。　
　

截
断
紅
塵
水
一
溪
、
衝
開
碧
落
」
松
千
尺
。　
　

喜
。
」

一
、
寸
長
尺
短
。　

前
三
々
後
三
々
。
」

一
、
雲
在
領

（
嶺
カ
）

頭
閑
不
徹
、　

水
流
澗
下
太
忙
生 

。　
　

蔡
。
」

一
、
昨
夜
金
烏
飛
入
海
、
曉
天
依
旧
一
輪
紅
。 

 

越
。
」

一
、
破
鏡
不
重
照
。
裂
破
。
打
云
、
前
語
不
助
後
語
。　
　

具
。
」

一
、
兎
馬
有
角
。　

牛
羊
無
角
。　
　

照
。
」

一
、
皈
依
佛
法
僧
。　

六
々
三
十
六
。　
　

守
。
」

一
、
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。　

同
坑
無
異
土
。　
　
　

智
。
」

一
、
六
月
紛
々
雪
下
。
耳
朶
兩
片
皮
禅
。　
　
　

範
。

一
、
頂
上
無
骨
、
頷
下
有
鬚
。　

兩
々
三
々
。　
　

覚
。
」

　
　

同
三
七
日　

古
帆
話
。
」 

一
、
捨
明
珠
弄
魚
目
。　

将
錯
就
錯
。　
　

禎
。
」

一
、
被
毛
入
火
聚
。　

九
々
八
十
一
。　
　

石
。
」

一
、
大
尽
三
十
日
、　

小
尽
二
十
九
日
。
打
云
、
半
片
道
德
。　
　

幢
。
」

一
、
白
馬
入
芦
花
、
彩
鳳
舞
丹
霄
。
師
云
、
半
片
道
德
、
半
片
不
是
。　
　

喜
。
」

一
、
向
北
看
南
斗
、
意
旨
如
何
、
向
南
看
北
斗
。
師
云
、
能
受
用
」
始
得
。　
　

冨
。
」

一
、
大
底
大
小
底
小
。　

一
彩
両
賽
、
意
旨
如
何
。
前
三
々
後
」
三
々
。
」

一
、
虎
体
元
斑
、
有
理
無
利
。
不
離
行
市
。　
　

桂
。
」

一
、
兎
角
杖
亀
毛
拂
。　

氷
河
生
焔
、
鉄
樹
抽
枝
、
意
旨
如
何
。
」
万
里
一
条
鉄
。
打
云
、
不
是
。　
　

守
。
」

一
、
雨
中
看
杲
日
。　

泥
團
土
塊
。　
　

智
。
」

一
、
去
却
一
拈
得
七
。　

山
上
鳥
海
底
魚
、
意
旨
如
何
。
九
々
」
元
来
八
十
一
。　
　

範
。
」

一
、
橋
流
水
不
流
、
人
従
橋
上
過
。　

七
九
六
十
三
。　
　

覚
。
」
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同
四
七
日　

古
帆
話
。　
　

一
、
小
魚
呑
大
魚
。　

大
魚
大
小
魚
小
。
打
云
、
知
行
履
。　
　

禎
。
」

一
、
眼
裡
瞳
人
面
前
人
。　

九
々
八
十
一
。　
　

蔡
。
」

一
、
指
東
答
西
、
指
西
答
東
、
畢
竟
如
何
。
泥
牛
吼
月
。
師
云
、
何
不
道
、
木
馬
嘶
風
。
僧
擬
議
。
打
云
、
去
々
。　
　

利
。
」

一
、
赤
肉
白
骨
、　

被
毛
入
火
聚
。
師
云
、
小
魚
呑
大
魚
、
与
後
」
園
驢
々
喫
艸
、
是
一
是
二
。　

七
九
六
十
三
。　
　

智
。
」

一
、
土
面
灰
頭
、　

灰
頭
土
面
、
畢
竟
如
何
。
七
九
六
十
三
。　
　

佐
。
」

一
、
狂
狗
逐
塊
、
師
子
咬
人
。　

三
々
九
。　

狂
狗
ー
ー
師
子
ー
ー
、
」
畢
竟
如
何
。
耳
朶
兩
片
皮
ー
ー
骨
。　
　

用
。
」

一
、
鉄
船
水
上
浮
、
意
旨
如
何
。
閑
葛
藤
。　
　

覚
。
」

 

同
五
七
日

潙
山
示
衆
云
、
有
句
無
句
、
」
如
藤
倚
木
、
意
旨
如
何
。
」

一
、
上
無
攀
仰
、
下
絶
己
躬
。　

打
云
、
不
是
々
々
。　
　
　

禎
。
」

一
、
作
賊
人
心
虚
。　
　

石
。
」

一
、
眼
看
東
南
、
心
在
西
北
。　
　

湛
。
」

一
、
碍
人
荊
棘
長
無
根
。　
　
　

喜
。

一
、
耕
地
種
蒺
莉
。　
　
　

曲
心
不
少
。　
　

蔡
。
」

一
、
懸
羊
頭
賣
狗
肉
。　

謾
人
不
少
。　
　

佐
。 

 
」

一
、
漏
逗
不
少
。
師
云
、
漏
逗
个
什
麼
。
擬
議
。
打
云
、
不
是
。　
　

言
。
」

一
、
扶
桑
夜
半
日
頭
明
、
勘
破
了
也
。
師
云
、
勘
破
个
什
麼
。
僧
」
云
、
潙
山
謾
却
人
。
師
云
、
那
裡
是
他
謾
人
処
。
僧
云
、
也
是
和
」

尚
謾
人
。
打
云
、
非
是
汝
語
。
」

一
、
虎
斑
易
見
、
人
斑
難
見
。
師
云
、
什
麼
人
斑
。
僧
、
也
是
禾
上
」
不
少 

。
師
打
。　

非
汝
語
。
」

一
、
喚
鐘
為
甕
、
意
旨
如
何
。
曲
不
蔵
。　

打
云
、
不
是
々
々
。　

瑞
。
」

 

同
六
七
日

龐
居
士
問
馬
大
師
云
、
不
与
萬
法
為
侶
者
、
什
麼
人
。
大
師
」
云
、
待
汝
一
口
吸
尽
西
江
水
、
却
向
汝
道
、
意
旨
如
何
。
」



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

九
八

一
、 

□力
。
逢
著
渠
。　

泥
牛
吼
月
、
破
澄
潭
月
。　
　

禎
。
」

一
、
負
背
戴
胸
。　

和
氣
吐
露
了
也
。
師
云
、
吐
露
底
、
聻
。
僧
云
、
」
一
言
已
出
、
馬

（
駟
脱
カ
 
）

難
追 

。
師
打
云
、
一
句
合
頭
語
、
萬
劫
繋
」
驢
橛
。

　
　

石
。
」

一
、
上
破
天
下
穿
地
、
一
句
道
着
。　
　
　

幢
。
」

一
、
大
坐
宇
宙
。　

彩
鳳
舞
丹
霄
。　
　

湛
。
」

一
、
充
塞
六
合
。　

三
脚
蝦
蟇
跳
上
天
。
打
云
、
能
受
用
始
得
。　
　

和
。
」

一
、
上
拄
天
下
拄
地
。
鉄
船
水
上
浮
。　
　

蔡
。
」

一
、
覿
面
相
呈
。
恩
大
難
酧
。
師
云
、
難
酧
底
、
聻
。
僧
云
、
萬
里
」
一
条
鉄
。　

師
打
云
、
不
是
々
々
。
」

 

同
七
々
日
」

潙
山
示
衆
云
、
有
句
無
句
、　

藤

（
如
脱
カ
）

倚
木
、
意
旨
如
何
。
踈
山
云
、
」
樹
倒
藤
枯
、
句
皈
何
処
、
意
旨
如
何
。
」

一
、
荊
棘
林
裡
一
条
古
路
。
只
知
事
従

（
逐
カ
）

眼
前
過
、
不
覚
老
從
」
頭
上
来
。　

師
乃
打
。　
　

禎
。
」

一
、
這
賊
。　

不
知
明
珠
、
還
作
瓦
礫
。　
　

石
。
」

一
、
曲
不
蔵
直
。　

當
面
差

（
蹉
カ
）

過
。　
　
　

湛
。
」

一
、
鉄
蒺
蔾
、　

意
旨
如
何
。　

曲
湾
々
。　

打
云
、
能
受
用
始
」
得
提
、
曲
心
已
露
。
貪
看
天
上
月
、
失
却
掌
中
珠
。　
　

越
。
」

一
、
掲
薩
阿
労
。　

謾
人
不
生
。
」

一
、
也
逐
流
鴬
過
短
墻
。
」

一
、
指
槐
樹
罵
柳
樹
。　

只
見
錐
頭
利
、
不
知
鑿
頭
方
。
師
」
打
云
、
非
汝
語
。
覚
。
」

　

入
室
語
と
し
て
は
、
古
い
成
立
と
言
え
る
。
忌
日
法
要
に
お
い
て
行
わ
れ
た
法
問
の
記
録
が
、
「
入
室
」
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
織
田

信
長
の
卒
哭
忌
に
因
む
、
玉
甫
紹
琮
の
「
入
室
語
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
僧
と
の
問
答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
高
桐
院
所
蔵
「
（
玉

甫
紹
琮
）
入
室
」
（
『
大
徳
寺
墨
蹟
全
集
』
第
二
巻
所
収
）
の
冒
頭
部
分
を
以
下
に
掲
げ
る
。

師
一
手
拈
竹
篦
、
一
手
擒
住
首
座
曰
、
這
黒
蚖
蛇
、
昨
夜
現
大
人
相
、
向
山
僧
道
、
壬
午
之
秋
九
月
十
一
日
、
廼
捴
見
院
殿
贈
大
相
國

一
品
泰
巖
大
居
士
卒
哭
忌
之
辰
也
。
展
於
令
月
、
功
徳
主
、
就
當
寺
、
啓
建
道
場
、
唯
願
為
大
居
士
、
請
入
室
勘
弁
、
以
資
助
化
儀
、

某
甲
侍
立
。
山
僧
日
□
領
衆
不
分
之
間
、
何
况
」
吾
祖
門
下
、
本
無
一
法
可
挙
揚
。
雖
恁
麼
、
明
日
」
人
天
衆
前
拈
旧
話
端
、
順
人
情



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

九
九

而
已
。
大
人
珎
重
、
而
便
帰
掌
握
。
師
問
、
記
得
龐
蘊
居
士
問
江
西
馬
」
祖
大
師
云
、
不
與
萬
法
為
侶
者
、
是
什
麼
人
。
請
首
座
」
下

一
轉
語
看
。　

座
云
、
大
居
士
特
地
震
威
雄
来
、
一
剣
定
」
天
下
。　

師
曰
、
如
何
是
定
底
天
下
。　

座
云
、
安
住
不
動
、
如
須
弥
山
。

　

師
曰
、
大
師
曰
、
待
你
一
口
吸
尽
西
江
水
来
、
便
」
向
你
道
、
意
旨
作
麼
生
。
座
云
、
解
道
馬
祖
如
春
。
」
師
曰
、
既
是
馬
祖
為
什

麼
如
春
。
座
云
、
十
月
梅
花
」
新
吐
蘂
。
師
打
曰
、
儼
陳
尊
宿
風
規
。　

洞

（
仙
嶽
宗
洞
）

一
僧
云
、
國
王
瞻
之
、
大
臣
仰
之
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
」
普
天
下
只
一
人
。
師
打
曰
、
老
倒
踈
慵
無
事
日
、
安
眠
高
」
臥
對

青
山
。　
　
　

綱
」
（
下
略
）

　

時
の
権
力
者
の
忌
日
に
行
わ
れ
る
法
問
は
、
儀
礼
的
性
格
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
大
徳
寺
の
塔
頭
龍
光
院
に
は
、
春
浦
宗
煕
の
入
室
勘

辨
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
大
徳
寺
百
九
十
六
世
傳
外
宗
左
に
よ
る
「
春
浦
和
尚
眞
蹟
」
と
の
跋
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
永

享
十
二
年
冬
節
廿
日
、
就
大
用
庵
入
室
」
か
ら
、
「
因
明
室
光
公
禅
定
尼
三
十
三
回
忌
入
室
、
宝
徳
二
年
九
月
廿
一
日
」
に
至
る
入
室
勘
辨

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
入
室
勘
辨
の
史
料
と
し
て
は
、
笑
嶺
宗
訢
の
入
室
勘
辨
を
侍
者
仙
嶽
宗
洞
が
記
録
し
た
も
の
が
現
存
す
る
。

林
下
曹
洞
宗
道
元
派
下
に
お
い
て
も
、
入
室
勘
辨
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
録
と
し
て
『
耕
雲
傑
堂
和
尚
之
入
室
』
が
現
存
す
る
。
江
戸

時
代
初
期
に
お
い
て
も
、
入
室
参
禅
が
行
わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
大
徳
寺
入
室
行
記
』
（
江
月
宗
沅
勘
辨
、
元
和
三

年
宗
規
写
）
等
が
あ
る
。

三
、「
大
林
宗
套
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て

　

大
林
宗
套
の
伝
記
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
『
続
群
書
類
従
』
「
竜
興
山
南
宗
禅
寺
開
山
前
住
大
徳
特
賜
正
覚
普
通
国
師
大
林
和
尚
塔
銘
」
に

詳
し
い
。
こ
の
塔
銘
は
、
武
野
紹
鷗
の
嫡
孫
宗
朝
の
発
願
に
よ
り
、
南
禅
寺
（
第
二
百
七
十
四
世
）
の
僧
錄
司
最
嶽
元
良
（
～
一
六
五
七
）

が
そ
の
文
を
作
成
し
、
前
禅
興
寺
竺
隱
崇
五
が
碑
文
を
書
写
し
、
天
龍
寺
の
補
中
等
修
の
篆
額
を
付
し
て
、
承
応
二
年
十
二
月
に
完
成
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
林
宗
套
（
一
四
八
〇
～
一
五
六
八
）
、
は
じ
め
惟
春
寿
桃
と
称
し
、
天
竜
寺
天
源
庵
の
粛
元
寿
厳
に
師
事
す
る
。

五
山
派
か
ら
林
下
大
徳
寺
派
に
移
り
、
東
溪
宗
牧
・
玉
英
宗
冏
に
参
じ
た
後
、
古
岳
宗
亘
に
師
事
し
て
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。
享
禄
五
年
七
月

大
林
の
号
を
授
与
せ
ら
れ
て
お
り
、
古
嶽
和
尚
筆
「
大
林
號
頌
」
が
現
存
す
る
。
徳
禅
寺
に
住
し
て
後
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
二
月
、

後
奈
良
天
皇
の
綸
旨
を
得
て
大
徳
寺
第
九
十
世
住
持
と
な
り
、
同
十
年
本
山
の
塔
頭
大
仙
院
の
西
隣
に
裁
松
軒
を
建
て
て
こ
れ
に
に
住
し
た
。

三
好
長
慶
は
深
く
大
林
に
帰
依
し
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
父
元
長
の
為
め
に
南
宗
菴
を
改
め
て
南
宗
寺
と
し
、
開
山
に
請
し
て
い
る
。



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
〇

永
禄
年
中
、
松
永
久
秀
は
夫
人
勝
善
院
殿
仙
溪
宗
壽
追
善
の
為
に
山
内
に
勝
善
院
と
建
て
、
大
林
を
そ
の
開
山
と
し
た
。
長
慶
の
諸
弟
も
ま

た
大
林
に
帰
依
し
て
お
り
、
三
好
実
休
、
十
河
一
存
、
安
宅
冬
康
及
び
そ
の
一
族
は
、
入
室
参
禅
し
て
い
る
。
さ
ら
に
堺
の
豪
商
の
帰
依
も

ま
た
厚
く
、
阿
佐
井
野
宗
瑞
、
武
野
紹
鷗
、
同
信
久
、
同
為
久
、
津
田
宗
及
、
北
向
道
陳
、
谷
宗
臨
等
が
参
禅
し
て
い
る
。
嗣
法
の
弟
子
に

笑
嶺
宗
訢
、
惟
清
宗
泉
が
い
る
。

　

因
み
に
大
林
は
、
大
永
五
年(

(

一
五
二
五)

五
月
、
古
嶽
が
宗
安
禅
人
の
為
に
行
っ
た
「
入
室
勘
辨
」
に
際
し
て
侍
者
と
な
り
、
古
嶽
と
「
南

泉
斬
猫
」
の
話
を
問
答
し
、
師
資
相
応
し
て
印
可
を
与
へ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
に
、
大
林
の
入
室
参
禅
の
一
端
を
示
す
と
思
わ
れ
る
、
架
蔵
の
「
大
林
宗
套
入
室
行
巻
」(

近
代
改
装
、
巻
子
装
、
一
巻)

を
紹
介
し
た
い
。



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
一

大林宗套入室行巻０１



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
二

大林宗套入室行巻０２



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
三

大林宗套入室行巻０３



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
四

大林宗套入室行巻０４



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
五

大林宗套入室行巻０５



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
六

【
資
料
（
一
）
架
蔵
「
大
林
宗
套
入
室
行
巻
」】

　

永
正
二
年
丑
正
月
入
室

師
問
曰
、
龐
蘊
居
士
問
馬
大
師
、
不
与
万
法
為
侶
者
、
」
是
什
麼
人
、
請
首
座
、
下
一
轉
語
看
。
」

座
云
、
天
地
未
分
以
来
、
至
今
不
変
。
師
曰
、
如
何
是
不
」
変
底
。
座
云
、
水
洒
不
着
、
風
吹
不
入
。
」

師
曰
、
大
師
答
曰
、
待
你
一
口
吸
尽
西
江
水
、
即
向
你
道
、
意
」
旨
如
何
。
座
云
、
紫
羅
帳
裏
撤
真
珠
。
師
便
打
。　
　
　

全
。
」

一
僧
云
、
在
和
尚
舌
頭
。
師
云
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
煒
々
」
煌
々
。
師
便
打
。　
　

溪
」

一
僧
、
挙
坐
具
云
、
下
在
面
前
。
師
曰
、
掛
底
、
聻
。
」
隠
而
弥
顕
。
師
曰
、
顕
底
作
麼
生
。
僧
云
、
明
如
日
。　
　
　

忢 

。
」

一
僧
云
、
突
出
和
尚
面
前
。
師
云
、
如
何
是
突
出
底
。
」
僧
云
、
滿
室
堆
席
。
師
便
打
。　
　
　

寅
。
」

一
僧
云
、
随
処
為
主
。
師
云
、
如
何
是
主
。
僧
云
、
徧
界
曾
不
蔵
。
」
師
便
打
。　
　

通
。
」

一
僧
云
、
十
方
世
界
現
全
身
。
師
打
曰
、
一
麟
足
矣
。　
　
　

麟
。
」

一
僧
云
、
出
頭
天
外
看
、
誰
是
我
般
人
。
師
曰
、
如
何
看
。
」
僧
云
、
天
上
天
下
唯
我
独
尊
。
師
便
打
。　
　
　

漸
。
」

一
僧
云
、
挙
袈
裟
云
、
忽
然
突
出
袈
裟
角
。
師
曰
、
突
出
」
後
如
何
。
僧
云
、
突
出
難
辨
。
師
便
打
。　
　
　

淵
。
」

一
僧
云
、
坐
断
毘
盧
頂
上
。
師
曰
、
、
坐
断
底
、
聻
。
僧
云
、
遂
呈
」
大
人
之
相
。
喝
一
喝
。
師
便
打
。　
　
　

恕
。
」

一
僧
展
掌
云
、
這
夜
光
珠
。
師
曰
、
如
何
是
夜
光
珠
。
」
僧
云
、
呈
和
尚
了
也
。
師
曰
、
呈
了
後
如
何
。
僧
云
、
」
明
皓
々
。
師
便
打
。

　
　
　

栄
。
」

一
僧
云
、
燈
籠
沿
壁
上
天
台
。
師
曰
、
上
後
如
何
。
僧
云
、
」
千
聖
覓
無
跡
。
僧
云
、
天
地
」
黒
。
師
便
打
。　
　
　

一
。
」

一
僧
云
、
認
這
昭
々
霊
々
、
落
在
驢
前
馬
後
。
師
曰
、
落
在
」
後
如
何
。
僧
云
、
活
卓
々
孤
迥
々
。
師
便
打
。　
　

賛
。
」

一
僧
云
、
牙
如
剣
樹
、
口
似
血
盆
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
」
難
近
傍
。
師
便
打
。　
　

越
。
」

一
僧
云
、
通
貫
十
方
。
師
曰
、
如
何
是
通
貫
底
。
僧
云
、
無
處
回
避
。
」
師
便
打
。　
　
　

德
。
」

一
僧
云
、
撑
天
拄
地
。
師
便
打
。　
　

玲
。
」

一
僧
云
、
元
来
不
相
見
。
師
曰
、
為
什
麼
不
見
。
僧
云
、
暗
昏
々
。
」
師
便
打
。　
　
　

等
。
」

一
僧
云
、
擎
山
涵
海
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
抛
向
面
前
。
」
師
便
打
。　
　
　

栄
。
」

一
僧
云
、
黒
漫
々
。
師
便
打
。　
　

真
。
」



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
七

一
僧
云
、
安
住
不
動
、
如
須
弥
山
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
僧
云
、
煒
々
」
煌
々
、
巍
々
堂
々
。
師
便
打
。　
　
　

運
。
」

一禅

人僧
云
、
釈
迦
老
子
来
也
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
禅
云
、
大
地
黒
」
漫
々
。
師
便
打
。　
　
　

堅
。
」

一
官
人
云
、
充
塞
天
地
。
師
曰
、
意
旨
如
何
。
官
云
、
當
軒
」
大
坐
。　
　
　

活打
落
ス
ニ
コ
ト

。
」

一
僧
云
、
達
磨
即
今
遊
扶
桑
。
師
曰
、
遊
後
如
何
。
僧
云
」
大
方
之
外
皆
充
塞
。
」

師
曰
、
大
師
答
曰
、
待
你
一
口
吸
尽
西
江
水
、
即
向
你
道
、
」
意
旨
如
何
。
僧
云
、
織
成
古
錦
含
春
像
、
无
」
柰
東
君
漏
泄
何
。
師
曰
、

元
正
啓
祚
、
萬
物
」
咸
新
、
不
是
新
年
頭
佛
法
麼
、
侍
者
道
看
。
」
僧
云
、
兩
賽
一
彩
。
師
曰
、
如
何
是
一
賽
。
僧
云
、
明
皓
々
。
」
師

便
打
。　
　

亘
。
」

　
　

永
正
第
二
龍
□
乙
丑
歳
」

　
　

右　
　

 
 
 
 

普
通
國
師
之
真
跡
也
。

註
（
1
） 

拙　

稿
「
禅
籍
抄
物
研
究
（
二
）
―
『
大
圓
禪
師
垂
示
夜
話
』
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
』
第
六
二
號
、

二
〇
〇
四
・
三
）

 

同　

右
「
禅
籍
抄
物
研
究
（
六
）
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
大
圓
禪
師
夜
話
』
に
つ
い
て
」
『
駒
澤
大
學
禪
研
究
所
年
報
』
第
二
一
號
、

二
〇
〇
九
・
三 

）

 

『
大
圓
禪
師
垂
示
夜
話
』　

写
本
１
冊　

書
写
年　

不
明
（
永
正
年
間
）　

楮
紙　

縦
23
・
5
糎
、
横
14
・
5
糎　

袋
綴　

外
題　

左
肩
打
ち
付

墨
書
「
大
圓
禪
師
垂
示
夜
話
」　

墨
付
き
41
丁
（
表
紙
1
丁
）　
　

無
辺
無
界　

毎
半
葉
11
行
、
毎
行
23
～
30
字　
　

書
写
者　

清
菴
宗
胃　

識

語
等 

「
大
圓
禪
師
垂
示
夜
話
〈
永
正
年
中
清
菴
意
藏
主
時
聞
書
也
〉
／
不
容
他
見
／
卜
雲
老
拙
／
主
宗
詮
」
「
右
正
宗
禅
師
墨
痕
／
享
保
二
丁

酉
年
七
月
晦
日
／
紹
云
證
焉
」　

請
求
番
号 

 

22A-

103
、
文3

9
7
3

 

こ
の
本
の
つ
れ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
『
大
圓
禅
師
夜
話
』
が
あ
る
。

 

写
本
一
冊　

書
写
年　

不
明
（
永
正
年
間
）　

楮
紙　

縦
22
・
3
糎
、
横
14
・
2
糎 

 
袋
綴
じ　

外
題　

左
肩
題
簽
「
龍
源
夜
話
」
（
墨
書
）　



大
徳
寺
派
「
入
室
行
巻
」
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

一
〇
八

墨
付
き 

22
丁
（
原
表
紙
1
丁
）　

無
辺
無
界　

毎
半
葉
11
行　

毎
行
23
～
24
字 

識
語
等
「
不
容
他
見 

卜
雲
老
拙 

宗
詮 

大
圓
禅
師
夜
話 

永

正
年
中
清
菴
和
尚
意
蔵
主
時
聞
書
也
」 

「
右
正
宗
禅
師
墨
痕 

享
保
二
丁
酉
年
七
月
晦
日
／
紹
云
證
焉
」

（
2
） 
東
渓
宗
牧
は
初
め
養
叟
宗
頤
の
法
嗣
春
浦
宗
煕
に
参
ず
る
こ
と
十
年
に
及
び
、
春
浦
は
そ
の
遷
化
に
臨
ん
で
宗
牧
の
後
事
を
弟
子
の
實
傳
宗
真

に
託
し
て
い
る
。
後
に
宗
牧
は
實
傳
の
法
を
嗣
ぎ
、
東
溪
の
号
―
―
既
に
春
浦
に
よ
り
銕
牛
の
号
を
得
て
い
た
の
だ
が

―
を
得
て
い
る
。
ま

た
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
に
は
後
柏
原
院
よ
り
「
佛
慧
大
圓
禪
師
」
の
号
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
大
徳
寺
に
龍
源
院
を
創
建
し
、
外
に
大
雲
寺
（
近

江
国
高
島
郡
）
や
中
興
寺
（
同
国
蒲
生
郡
）
、
正
法
寺
（
伊
勢
国
鈴
鹿
山
）
等
を
開
創
し
て
い
る
。

（
3
） 

平
野
宗
浄
氏
は
、
解
題
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
大
圓
禪
師
語
録
』
三
冊
。
『
東
溪
宗
牧
禪
師
語
録
』
略
し
て
『
東
溪
語
録
』

と
も
い
う
。
今
回
の
影
印
に
は
眞
珠
庵
蔵
の
写
本
を
使
用
し
た
。
こ
の
語
録
の
特
色
は
第
一
巻
か
ら
第
二
巻
に
か
け
て
の
「
室
中
語
要
」
と
「
入

室
勘
辨
」
と
に
あ
る
。
こ
の
「
室
中
語
要
」
と
は
、
そ
の
名
を
『
雲
門
広
録
』
か
ら
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
も
『
雲
門
広
録
』
を
意
識

し
て
お
り
、
復
古
の
意
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
題
材
も
唐
代
禅
語
録
の
み
な
ら
ず
、
大
徳
寺
世
代
の
祖
師
達
の
語
を
多
く
用
い
、
他
の
語

録
に
見
ら
れ
ぬ
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。
「
入
室
勘
辨
」
と
い
う
の
は
東
溪
と
そ
の
弟
子
達
と
の
問
答
を
記
録
し
た
も
の
で
、
こ
う
い

う
「
勘
辨
」
と
い
う
の
は
、
徹
翁
以
後
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
が
に
大
徳
寺
南
派
の
派
祖
の
語
録
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
独
自
性

は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

（
4
） 

堀
川
貴
司
「
垂
示
（
江
隠
宗
顕
）　

解
題
と
翻
刻
」
（
『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
・
三
）

 

　

垂
示
は
、
独
立
し
た
一
書
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
黄
梅
院
蔵
『
垂
示　

宗
九
和
尚
・
清
庵
和
尚
』
（
徹
岫
宗
九
〈
一
四
八
〇
～

一
五
五
六
〉
、
清
庵
宗
胃
〈
一
四
八
四
～
一
五
六
二
〉
垂
示
、
）
、「
笑
嶺
和
尚
垂
示
一
問
」
（
大
徳
寺
第
一
〇
七
世
笑
嶺
宗
訢
〈
～
一
五
八
三
〉
「
垂

示
」
、
大
徳
寺
第
百
二
世
江
隱
宗
頸
〈
～
一
五
六
一
〉
『
江
隱
蒿
』
所
載
）
『
垂
示　

玉
仲
和
尚
』
（
大
徳
寺
第
百
十
二
世
玉
仲
宗
琇
〈
一
五
二
二

～
一
六
〇
四
〉
垂
示
）
、「
玉
室
垂
示
」（
大
徳
寺
第
百
四
十
七
世
玉
室
宗
珀
〈
一
五
七
二
～
一
六
一
四
〉
垂
示
、
芳
春
院
蔵
『
心
源
禪
師
諸
稿
新
考
』

所
載
）
、
松
ヶ
岡
文
庫
蔵
『
黒
漫
々
』
（
和
溪
宗
順
〈
一
四
九
六
～
一
五
七
六
〉
聞
書
、
正
徳
二
年
書
写
）
、
同
蔵
『
龍
嶽
和
尚
葛
藤
』
（
大
徳
寺

第
百
六
十
四
世
龍
嶽
宗
劉
〈
～
一
六
二
六
〉
垂
示
、
自
筆
本
と
近
代
写
本
の
二
種
）
等
が
現
存
す
る
。


